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 本 会 記 事 

JSPMIC2023ならびに 2023年度秋季大会報告

○International Conference on Powder and Powder Metallurgy 2023, Kyoto（JSPMIC2023）
　JSPMIC2023は 10月 16日（月）～18日（水）の 3日間，同志社大学寒梅館において開催されました．
　会議は 16日（月）のRegistration・Get togetherに始まり，Session
は 17日（火）から開始しました．17日のOpening Addressは吉村一
良実行委員長と今回会場をお借りしている同志社大学を代表して塚
越一彦副学長からご挨拶を頂きました．その後，Plenary Sessionが
行われ，Dr. Hilmar Vidarsson（Höganäs AB）とDr. Susanne Norgren
（Sandvik）のお二人にそれぞれの分野における Sustainabilityのト
ピックスの講演を頂きました．Plenary講演後は，3会場に分かれて
講演発表（Oral 95件）が開始され，お昼には Poster Session（Poster 
37件）のCore timeが設けられ，会場は熱気に溢れ，活発な質疑応
答が行われていました．同 Sessionの Poster Awardでは 7名の受賞
者が決まり，Conference Partyで表彰式が行われました．
　最終日の 18日（水）は 8時 40分からと少し早い講演開始となりましたが，「Additive Manufacturing with Powder 
Metallurgy」の招待講演が行われるなど，2日目も熱心な発表が行われました．講演発表の最後に Dr. Masato 
Sagawa（Daido Steel Co., Ltd）による Endingの Plenary講演を頂き，同大会 Sessionが全て終了しました．大会参加
者数は 3日間を通して約 220名でした．
○JSPMIC2023 Conference Party・2023年度秋季大会懇親会
　最終日の Plenary講演終了後，平安神宮会館に場所を移して，
JSPMIC2023 Conference Partyおよび秋季大会懇親会を行いました．
大きな窓から望める平安神宮の景色を背に，吉村実行委員長の挨拶
に続き，園田会長から乾杯の発声を頂き，Partyがスタートしまし
た．Partyの途中には，アトラクションとして舞妓さん達の舞が披
露されました．盛り上がる歓談の中，芸妓さんがステージに上がっ
た瞬間，すっと場が静まり，壇上へと全参加者の視線が注がれたよ
うに感じました．舞の披露の後は，皆さん舞妓さん達との会話を楽
しみながら，嬉しそうな表情で写真に収まっておられました．
○2023年度秋季大会
　2023年度秋季大会は，JSPMIC2023に引き続き，19日（木）～20日（金）の 2日間，同会場で行われました．
今回の講演発表件数は，受賞記念講演 4件，特別講演 3件，招待講演 9件，一般講演 99件の合計 115件，参加者数
は約 300名でした . JSPMIC2023に引き続きご参加頂いた方は 100名程ありました．国際会議に続く大会のため，
講演件数はやや少なかったものの，多くの方にご参加頂くことができました．
　また，講演大会では，「硬質（工具）材料に関する新たな展開」，「磁性材料・磁気デバイスにおける微細構造制
御と機能発現」，「粉末成形・加工による特異組織構造形成と高次機能化」，「粉体グリーンプロセスにおける環境・
エネルギー関連材料及び技術の新展開」，「DX/GX時代の電子部品材料開発」の 5つの講演特集がありました．5日
間と長い期間でしたが，疲れを感じさせぬ様子で熱心に会議に参加されていたように思います．
　国際会議・国内大会と 5日間の行事となりましたが，皆様のご協力のもと，無事行事が終了しましたこと，お礼
申し上げます．
　2024年 10月 13日（日）～17日（木）にはパシフィコ横浜にてWORLD PM2024が開催されます．既に同大会
WEBサイトより講演申込を開始しております．締切は 2024年 1月 15日（月）迄ですので，多くの方のご発表を
お待ちしております．
　また，2024年度春季大会は，5月 21日（火）～23日（木）の 3日間，東京工業大学すずかけ台キャンパスにて
開催予定です．12月中旬から講演募集を開始しますので，今大会同様，多くのご発表・ご参加をお願いします．
 （小川　千賀子）


